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1．事業の目的

本事業は、「西院地区バリアフリー移動円滑化基本構想」に合わせて、
阪急西院駅のバリアフリー化、駅東側からの利便性向上、病児保育施設
導入による駅機能の高度化、京福西院駅との乗継円滑化、京福西院駅の
バリアフリー化を目的としたものである。
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2000年

京都市にて「観光客5000万人構想」
発表

2010年
「歩くまち・京都総合交通戦略」策定

2013年
「交通バリアフリー推進会議」開催

2014年
「西院地区バリアフリー移動円滑化基
本構想」策定



2．事業の概要
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2．事業の概要

〇事業スケジュール

2014年：基本構想 策定

補助事業予算化

事業着手

2017年：阪急西院駅 東改札供用開始

2019年：事業完了
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〇事業スキーム

鉄道駅総合改善事業

割合事業費

100%3,094総額

33.3%1,030国

補助金内
訳

16.7%517京都市

16.7%517京都府

33.3%1,030鉄道事業者負担金

〇事業費

30.94億円

 

 

 

 

       補助金          補助金           負担金   

施設の移管 

 

国 
地方公共団体 

（京都市・京都府） 

鉄道事業者 

（阪急・京福） 

法定協議会 

（施設の改良・整備） 

（単位：百万円）



3．事業評価の基礎要因の変化とその要因
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〇事業費

増減実績当初計画

7443,0942,530事業費

（単位：百万円）

※ 補助対象事業費のみを計上

○事業費増嵩の要因

・工事計画の見直しや建設市場価格高騰によるコスト増嵩

〇工期

工期は当初計画とおり、6年で完了している

当初計画：2014年度～2019年度

実 績：同上（変更なし）



4．乗降人員の変化（西院駅）
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〇阪急西院駅の乗降人員の事業着手前と実績（平日）

増減率（%）増減
実績値

（2024年調査日）
事業着手前

（2014年）

7.8%3,15943,91140,752乗降人員

※ 実績値は2024年交通量調査結果より

〇阪急西院駅と京福西院駅との乗換人員の事業着手前と実績（平日）

増減
実績値

（2024年調査日）
事業着手前

（2014年）

5963,7423,146乗降人員

※ 事業着手前は2010年大都市交通センサス結果、2014年交通量調査より

西院駅での乗換人員の増加要因は、阪急西院駅～京福西院駅への
アクセス向上によるものと想定される。



5．事業効果の発現状況

○利用者への効果・影響

（1）乗換の円滑化

阪急西院駅東（北・南）改札口新設によって、駅東地区及び京福西
院駅からの乗降が円滑になった。

（2）駅の利便性の向上

阪急西院駅東（北・南）改札口新設及びエレベーターの計5基新設、
西改札口へのエスカレーター2基新設によって、バリアフリー経路
の確保及び駅東側・京福電鉄からの利用者の利便性が向上した。
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【南改札口】 【西改札口ES設置】



5．事業効果の発現状況
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○社会全体への効果・影響

（1）乗換駅の転換

阪急西院駅東（北・南）改札口新設によって、阪急⇔京福間の乗換
が大宮駅乗換から西院駅乗換へ一部転換したと考えられる。

【北改札口周辺】 【南改札口周辺】



5．事業効果の発現状況

（2）地域の活性化

 路線価によると西院駅東改札が
完成した2018年度より2019年
度にかけて、西院駅周辺地価は
20％程度上昇。（京都市平均上
昇率は10%程度）また、2023
年度にかけて年々上昇。

 西院駅周辺人口は事業実施前後
で増加している。
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増減（％）2023年2014年

757(2.0)38,74637,989
駅周辺の人口推計
（京都市推計）

（3）保育機能の充実

 京都市子ども若者はぐくみ局によると、阪急西院駅ビルに入居の保
育施設利用者は年々増加傾向。

 その他京都市内病児病後保育施設と比較して、交通利便性が高い。



5．事業効果の発現状況

○費用便益分析

費用便益分析とは

 ある事業の実施に要する費用（Cost）に対して、もたらされる社
会的な便益（Benefit）の大きさを見る分析方法
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費用便益比率（B/C）

現在価値化した費用便益の比率が1以上であることを基準とする
分析方法

引用：医療情報連携ネットワークの費用便益分析 - 近未来保健情報技術特区開拓ユニット (kitami-it.ac.jp)

今回は国交省によるマニュアルに記載の算定方法に従い、社会的割引
率（4％）を元に2024年度価格を算出し、B/Cを算出していく

※便益については、新規事業採択時と同様のものを想定し、移動時間短縮・経路
改善等の便益を貨幣価値に変換する



5．事業効果の発現状況

○費用便益分析

（1）費用
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50年30年

4,2904,260費用

（単位：百万円）

（2024年度価格 社会的割引率4％）

（2）便益

（ⅰ）便益算定に用いる乗降及び乗換人員について

①-1 阪急西院駅の乗降人員
増減2024年2014年

3,15943,91140,752乗降人員

①-2 西院駅の乗換人員

増減2024年2014年

5963,7423,146乗換人員

※2014年は2010年大都市交通センサス、2014年交通量調査より推計



5．事業効果の発現状況
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（2）便益

（ⅰ）便益算定に用いる乗降及び乗換人員について

②-1 【参考】阪急大宮駅の乗降人員

増減2024年2014年

▲1,45726,03627,493乗降人員

①-2 大宮駅の乗換人員

増減2024年2014年

▲2,4126643,076乗換人員

※2014年は2010年大都市交通センサス、2014年交通量調査より推計

※2024年は2010年大都市交通センサス、2024年交通量調査より推計



5．事業効果の発現状況
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（2）便益

（ⅱ）各便益の算定結果
便益

便益種別No. 1年当たり
（千円/年）

1日当たり
（円/日）

528,5811,448,16730409地区⇔阪急到達経路
改善

①

49,215134,83630402地区⇔阪急②

151,410414,824京福嵐山⇔阪急梅田
ホーム間
乗換改善

③

9032,475京福嵐山⇔阪急河原町④

00京福四条大宮⇔阪急梅田⑤

155,602426,306京福嵐山⇔阪急梅田ホーム間
乗換転換

⑥

1,8905,177京福嵐山⇔阪急河原町⑦

36,33799,551エスカレーター新設
移動時間

短縮
⑧

▲3,920▲10,739供給者便益（昇降設備保守費）

920,0182,520,597便益計

（2024年度価格）



5．事業効果の発現状況
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■No.①、②到達経路改善便益の算定

No.②No.①1日平均利用者数（人/日）

2,10030409地区→阪急梅田

2,865阪急梅田→30409地区

1,51030409地区→阪急河原町

1,092阪急河原町→30409地区

19630402地区→阪急梅田

267阪急梅田→30402地区

14130402地区→阪急河原町

102阪急河原町→30402地区
※2010年大都市交通センサス、2024年交通量調査より推計

便益（千円）
対象日数

便益
（円/日） 50年30年

13,815,36311,120,5513651,448,167No.①

1,328,3181,035,410365134,836No.②

15,101,68112,155,9613651,583,003到達経路改善

阪急西院駅にて京都河原
町方に北改札・南改札を設
けることで西大路通以東か
らの移動距離の減少に伴う
到達経路改善便益を算定。

なお、マニュアルに基づ
き、消費者余剰法によって
算定する。



5．事業効果の発現状況
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（参考）各地区について



5．事業効果の発現状況
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■No.③～⑤阪急・京福間の乗換改善便益の算定

No.⑤No.④No.③1日平均乗換利用者数（人/日）

1,122京福四条大宮行→阪急梅田行

1,054阪急河原町行→京福嵐山行

13阪急梅田行→京福嵐山行

21京福四条大宮行→阪急河原町行

0京福嵐山行→阪急梅田行

0阪急河原町行→京福四条大宮行
※2010年大都市交通センサス、2024年交通量調査より推計

便益（千円）
対象日数

便益
（円/日） 50年30年

3,957,3583,185,439365414,824No.③

23,60118,9983652,475No.④

003650No.⑤

3,980,9593,204,437365417,299乗換経路改善

阪急西院駅東改札
口を新設したことに
よる阪急西院駅⇔京
福西院駅間の乗換経
路の短縮に伴う乗換
改善便益を算定。



5．事業効果の発現状況

■No.⑥、⑦阪急・京福間の乗換転換便益の算定

No.⑦No.⑥1日平均乗換利用者数（人/日）

707京福四条大宮行→阪急梅田行

664阪急河原町行→京福嵐山行

62阪急梅田行→京福嵐山行

97京福四条大宮行→阪急河原町行

※2010年大都市交通センサス、2024年交通量調査より推計

便益（千円）
対象日数

便益
（円/日） 50年30年

4,066,9233,273,633365426,306No.⑥

49,39839,7633655,177No.⑦

4,116,3213,313,395365431,483乗換転換

阪急西院駅東改札口を新設し
たことにより整備前は阪急・京
福間の乗換を四条大宮駅にて
行っていた乗客が一部西院駅で
の乗換へ転換する便益の算定。

仮定：「阪急梅田方面⇔京福嵐山方面」の乗換客は、四条大宮駅での乗換
客の全数が西院駅乗換へ転換、「阪急河原町⇔京福嵐山方面」の乗換客は、
四条大宮駅での乗換客の半数が西院駅乗換へ転換したとして便益を算定。
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5．事業効果の発現状況

■No.⑧エスカレーター新設による移動時間短縮便益の算定

No.⑧1日平均乗換利用者数（人/日）

15,848改札階→地上階

16,048地上階→改札階

※2024年交通量調査より算出

便益（千円）
対象日数

便益
（円/日） 50年30年

949,729764,47636599,551No.⑧

949,729764,47636599,551乗換時間減少

阪急西院駅西改札口に地上階か
ら改札階をつなぐエスカレーター
を新設したことによる移動時間短
縮便益を算定。
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■No.⑨供給者便益の算定

便益（千円）便益
（千円/日）

整備有
（円/日）

整備なし
（円/日） 50年30年

▲102,456▲82,471▲3,920▲10,7390No.⑨

駅設備増加による保守費・更新費の増分を供給者便益（負の便益）とし
て計上。エレベーター5基、エスカレーター2基の設備保守費を計上。



5．事業効果の発現状況

（3）期末残存価値（残存価額を10％として算出）

50年30年

60,160125,246期末残存価値

※2024年度価格
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○費用便益分析結果一覧表

（4）便益計

50年30年

24,04619,356便益

（単位：千円） （単位：百万円）

※2024年度価格

50年30年

4,290百万円4,260百万円費用（C）

24,046百万円19,356百万円便益（B）

5.624.57費用便益比（B/C）

19,816百万円15,221百万円純現在価値（NPV）

18.9%18.8%経済的内部収益率（EIRR）

※2024年度価格



5．事業効果の発現状況

○計上しなかったその他の便益

（1）バリアフリー化に伴う便益

①エレベーター設置による利便性の評価

20

1日当たり乗降客者数

43,911西院駅利用者

5%EV利用率

2,196EV利用者数

便益

2,196EV利用者数

33WTP（円/人）

26便益（百万円/年）

（2）バリアフリー化に伴う定性便益

 各改札口にエレベーターが整備され、西大路通東側から駅へのアクセ
スが向上したことで、駅利用者及び地域の特に高齢者の身体的負担が
軽減する。また、駅のバリアフリー化により介助の必要がなくなり、
本人の精神的負担、家族や介助者の身体的精神的負担も軽減する。

 高齢者、身体障害者、子連れ等の方の外出する機会が増大し、住民の
生活の質の向上、駅利用者数の増加にも寄与する。



5．事業効果の発現状況
○採算性

本事業は、駅利用者の利便性、鉄道利用者と地域住民の利便性の向上
を主な目的とするものであり、収益性をともなうものではないため、採
算性分析は行わない。

○事業実施による地球的環境、局所的環境の変化

本事業は主に地下空間から地上への動線改善に資するものであるため、
自然環境や生活環境への影響は見られない。

○事業を取り巻く社会経済情勢等の変化

新型コロナウィルスの流行により、生活様式の変化が進み、鉄道利用
者数は大きく低減したが2024年にかけて、鉄道利用者数も新型コロナ
ウィルス流行前の水準まで戻りつつある。西院駅総合改善事業前後にて、
周辺での大規模開発等は実施されていないものの、嵐山や金閣寺といっ
た観光名所へのアクセスの良さからインバウンド客利用が増加している
と推察される。

また、時間評価値が労働環境の変化によって、新規事業採択時には
35.3円/分（2011年京都府）だったのに対し、事後評価では、38.9円/
分（2023年京都府）に増加している。 21



6．対応方針（案）
○改善措置の必要

駅の乗換利便性向上、駅構内のバリアフリー化、鉄道利用者と地域住
民の利便性の向上という当初計画時の目的は達成されていることから、
改善措置は不要と考える。

○今後の事業評価の必要性

当初計画時の目的が達成されていることから改善措置は不要であり、
費用便益分析の結果においても事業効果が発揮されていると判断できる
ため、今後の事後評価の必要性はないと考える。

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

一部実測が難しい経路交通量については、推計方法が各事業者に委ね
られる形となっているため、透明性・正確性を高めるために推計・測定
方法についてマニュアルにて示されることが望ましい。

22



7．総括表（案）
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7．総括表（案）
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8．参考資料

25

以下、参考資料



8．参考資料 乗換改善・転換便益
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仮定：「阪急梅田方面⇔京福嵐山方面」の乗換客は、四条大宮駅での乗換
客の全数が西院駅乗換へ転換、「阪急河原町⇔京福嵐山方面」の乗換客は、
四条大宮駅での乗換客の半数が西院駅乗換へ転換したとして便益を算定。

1. 当初2014年時点での交通量、大都市交通センサスデータ（2010年
度）を元に仮定を踏まえて、将来の想定転換乗換人員を算出。

2. 1を元に「継続して西院駅乗換」「大宮駅乗換から西院駅乗換へ転
換」2つの割合をOD別に整理。

3. 2024年度交通量実績値の西院駅乗換人員を2の割合にて按分

算定方法

大宮転換西院継続OD(方面別)

730(39%)1,159(61%)K大宮→H梅田

0333K嵐山→H梅田

311(82%)68(18%)H梅田→K嵐山

311(82%)68(18%)K大宮→H河原町

0333H河原町→K大宮

730(39%)1,159(61%)H河原町→K嵐山

大宮転換西院継続実績値合計

707(39%)1,122(61%)1,829

000

62(82%)13(18%)75

97(82%)21(18%)118

000

664(39%)1,054(61%)1,718

2014年時点 2024年時点



8．参考資料 乗換改善・転換便益
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阪急

大阪梅田方面

阪急

京都河原町方面

京福

嵐山方面

京福

四条大宮方面

1122人 1054人
21人

13人

乗換改善便益

乗換転換便益

阪急大阪梅田方面 阪急

京都河原町方面

京福四条大宮駅京福嵐山方面

阪急大宮駅

707人 664人

62人

97人

※上記乗換人員が2024年度には西院駅にて乗換している
と考える。
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30409地区⇔阪急梅田行ホーム

30409地区⇔阪急河原町行ホーム
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30402地区⇔阪急梅田行ホーム

30402地区⇔阪急河原町行ホーム
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京福大宮行ホーム⇔阪急梅田行ホーム

京福嵐山行ホーム⇔阪急梅田行ホーム
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京福大宮行ホーム⇔阪急河原町行ホーム

京福嵐山行ホーム⇔阪急河原町行ホーム
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京福大宮駅→阪急大宮駅梅田行ホーム

阪急大宮駅梅田行ホーム→京福大宮駅
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京福大宮駅→阪急大宮駅河原町行ホーム

阪急大宮駅河原町行ホーム→京福大宮駅
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構内コンコース⇔西改札⇔地上
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備考利用人員

32.1%4,278阪急 初乗り

60.2%8,030阪急 最終降車

92.3%12,316小計

3.1%412京福嵐山方面→阪急梅田方面

0.3%45京福嵐山方面→阪急河原町

1.6%220京福四条大宮方面→阪急梅田方面

2.6%353阪急梅田方面→京福嵐山

7.7%1,030小計

13,346合計

西院駅
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小計河原町方面梅田方面

84
(9%)

236130402地区 ⇔ 阪急西院駅

901
(91%)

24465730409地区 ⇔ 阪急西院駅

西院駅
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備考利用人員

49.9%2,271阪急 初乗り

38.9%1,770阪急 最終降車

88.8%4,041小計

4.1%185京福嵐山方面→阪急梅田方面

5.1%234京福嵐山方面→阪急河原町

2.0%90阪急梅田方面→京福嵐山

11.2%509小計

4,550合計

大宮駅
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○調査方法について

（1）調査項目

①西院駅乗換調査（全数）

②西院駅乗換調査（サンプル）

③京福乗降調査（西院駅、四条大宮駅）

※阪急西院駅乗降客者数は自動改札データ

（2）調査日

令和6年（2024年）6月25日（火）

（3）調査時間

①7～10時、11～13時、14～16時

17～20時 ※非連続10時間

②7～10時、11～13時、14～16時

17～20時 ※非連続10時間

③始発～終電
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○サンプル調査について

1. 北改札口、南改札口周辺にビデオカメラを設置し、それぞれ横断歩道を渡って
京福西院駅各ホームへの乗換利用者について各方向別、時間帯別、分類別（歩
行者、車いす）に計測

2. 起点側のビデオで乗換の可能性がある降車客を全数調査

3. 調査時間全体の最大サンプル数を400とし、全数調査結果より時間帯別、方向
別に按分 ※サンプル抽出は偏りが出ないよう2パターン実施

4. 終点側のビデオで上記利用者が映っていれば「乗換」と判定し、移っていない
場合は「最終降車」と判定
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凡例
乗換調査（全数）

乗換調査（サンプル）

自改データ

降車計 - 乗換

乗降調査（全数）

単位：人/日

北改札口
（河原町方面）

南改札口
（梅田方面）

西改札口
嵐山方面
ホーム

四条大宮行
ホーム

北改札口
（河原町方面）

1,718 0 3,132 4,850

南改札口
（梅田方面）

75 0 1,194 1,269

西改札口 15,848 15,848

嵐山方面
ホーム

2 0 75 77

四条大宮行
ホーム

118 1,829 925 2,872

1,651 2,296 16,048 837 54 20,886

1,771 4,125 16,048 2,630 54 21,174 45,802乗車計

着（Ｄ）

降車計
阪急西院駅 嵐電西院駅

最終降車

発
（Ｏ）

阪急
西院駅

嵐電
西院駅

初乗り

区分
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便益（事後評価）便益（新規事業採択時）

便益種別No. 1年当たり
（千円/年）

1日当たり
（円/日）

1年当たり
（千円/年）

1日当たり
（円/日）

528,5811,448,167153,444420,39530409地区⇔阪急到達経路
改善

①

49,215134,83614,31739,22430402地区⇔阪急②

151,410414,824134,047367,253京福嵐山⇔阪急梅田
ホーム間
乗換改善

③

9032,4752,8537,819京福嵐山⇔阪急河原町④

0013,98138,306京福四条大宮⇔阪急梅田⑤

155,602426,306154,005421,931京福嵐山⇔阪急梅田ホーム間
乗換転換

⑥

1,8905,1777,26119,893京福嵐山⇔阪急河原町⑦

36,33799,5510(設定せず)0(設定せず)エスカレーター新設
移動時間

短縮
⑧

▲3,920▲10,739▲2,500▲6,849供給者便益（昇降設備保守費）

923,9382,531,336479,9081,314,821便益計

便益

費用
事後評価新規事業採択時

3,0942,532事業費
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費用便益分析

事後評価時新規事業採択時

50年30年50年30年

4,290百万円4,260百万円2,219百万円2,201百万円費用（C）

24,046
百万円

19,356
百万円

7,794百万円6,274百万円便益（B）

5.624.573.522.88
費用便益比
（B/C）

19,816
百万円

15,221
百万円

5,604百万円4,134百万円
純現在価値
（NPV）

18.9%18.8%12.9%12.6%
経済的内部収益率

（EIRR）


